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牛群検定の利活用などについて、解説記事を掲載しています。

１ デーリイ・ジャパン １２月号 デーリイ・ジャパン社
平成の日本酪農とこれから 「牛群検定成績の中に除籍の内容を見る」
畜産・飼料研究所御影庵 主宰 阿部亮氏
乳牛が除籍されている理由と年齢から、長命連産についての考察。

２ 全酪新報 １２月１日号 全国酪農協会
牛群検定ワンポイントレッスンその５４ 必要な後継牛の数を把握
後継牛生産として雌子牛が足りているかどうか、チェックしましょう。

３ ＬＩＡＪニュ－ス１１月号 （一社）家畜改良事業団
新しい牛群検定成績表について（その５１）
年間子牛生産状況について② 検定成績表見方 検索
子牛関係の技術指導のポイントを紹介。

寒波到来！寒さに弱い子牛に、十分なケアを！

（１）死産について
年間子牛生産状況の、「死産」の値をみてください。全体の５％を

越えているようでしたら、分娩のケアが十分でないかも知れません。
繋いだ状態で分娩させると、難産、死産のリスクが増加します。
特に、心当たりがないときは、病気が原因の場合もあるので

獣医師に相談してください。

（２）分娩房について
十分な分娩スペ－スを確保し、衛生的に乾いた敷料を十分に

入れてください。表面が乾いていても、底床が濡れていては
意味がありません。また、敷料にムラがあり、底床が見えるような
ところがあってもいけません。検定成績表で分娩予定日間近な牛は、
分娩房での観察を怠らないようにします。

（３）初乳について
子牛の健康管理として「初乳」は最も大事なものです。生後６時間以内に２リットル２回、さらに１２時間まで

にもう２リットルを給与してください。初乳は子牛に免疫能を与え、下痢や肺炎といった子牛にとって致命傷と
なる疾病を防御します。

（４）高品質初乳とは？
免疫を豊富に含む高品質初乳とは、先ず乳房炎に罹患していないこと、初産よりは２産以上の牛からの初

乳であることなどがあげられます。冷凍保存初乳の解凍や加熱殺菌などにはパスチャライザ－を利用すると
衛生的です。

（５）保温
子牛は反芻を行わないため、寒さには大変に弱いものです。ジャケットなどを利用して、保温に務めて下さ

い。ただし、換気を行わずに保温するのは、アンモニア濃度をあげてしまい、呼吸器系の疾病のもととなって
しまいます。換気も十分に行って下さい。しかし、直接風を子牛にあてることは好ましくありません。ここでも、
清潔で乾いた十分な敷料がポイントです。雨風が吹き込んだり、水が流れ込むようなカ－フハッチは望ましく
ありません。当団ＨＰの牛群検定気象情報カウダスも併せてご利用ください。



まだ間に合います！牛群検定関係研修会！奮ってご参加を！

平成２９年度牛群検定関係の各種研修会一覧
実施要領及び申込用紙は、当団ＨＰ（「ＬＩＡＪ」で検索）をご覧ください。

１ 検定員養成研修会 （乳用牛群飼養管理技術向上対策事業）
新任検定員を対象とした研修
主な内容
・酪農学園大学 小岩政照 教授
「子牛の生産管理について」
・牛群検定を用いた飼養管理の基礎 他

・（静岡会場のみ）
静岡県畜産技術研究所 赤松裕久 科長
「プロセスアプロ－チに基づいた新しい乳房炎制御」
日 時：平成３０年２月１日 岩手県滝沢市 ５０名程度

平成３０年２月７日 静岡県富士宮市 ５０名程度

２ 牛群検定指導者研修会 （乳用牛群飼養管理技術向上対策事業）
牛群検定の指導者を対象とした研修会
主な内容
・家畜改良センタ－ 大澤剛史 係長
「改良情報の有効活用について」

・大山乳業農業協同組合 今吉正登 課長
「鳥取県における牛群検定を用いた指導事例」

・みなみ北海道農業共済組合石狩支所 安藤達哉 次長
「乳牛における繁殖管理の現状と課題に向けた牛群検定成績の活用」
・牛群検定の活用 他

（千葉会場のみ）
・千葉県農業共済組合連合会東部家畜診療所 安藤寧子 次長
「千葉県下の牛群検定農家における育成牛の発育状況の検討」

（愛知会場のみ）
・愛知県畜産総合センタ－ 鈴木善光 主任
「愛知県内における牛群検定の活用状況」
日 時：平成３０年１月１０～１１日 千葉県千葉市 ６０名程度

平成３０年２月２０～２１日 愛知県岡崎市 ６０名程度
平成３０年３月１日予定 北海道札幌市 （計画中）

３ 乳用牛ベストパフォ－マンス実現セミナ－現地講習会
（畜産・酪農生産力強化対策事業（家畜生産性向上対策））

現場でのバ－ンミ－ティングを中心とした研修会
主な内容
・わたなべ酪農ゼミナ－ル 渡邊徹 代表
「農家指導の実際（バ－ンミ－ティング）」
日 時：平成３０年１月１８～１９日 熊本県熊本市

平成３０年１月２５～２６日 滋賀県守山市

４ 牛群検定濃密研修会 (酪農経営支援総合対策事業
乳用牛能力向上事業：遺伝的能力向上対策）)

検定牛群検定の担当者を対象とした研修会。なお、優秀検定員表彰と
ブロック会議をあわせて開催する
主な内容
・京都府農林水産技術センタ－ 岩崎方子 技師
「京都府における牛群検定」
・きくち酪農コンサルティング株式会社 菊地実 代表
「牛群検定デ－タの活用」
日 時：平成３０年２月１５日 福岡県福岡市

平成３０年２月２２日 栃木県宇都宮市
（両会場とも翌日に牛群検定推進ブロック会議を開催します）


